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〇全国と⽐し⼥⼦⽣徒の⼤学・⼤学院進学率が低い九州地区において、科学への興味を促
し、理系進路選択の可能性を学ぶ場を提供する。

〇⼥⼦中⾼⽣のそれぞれの⽴場（①中学⽣、②⽂理選択前の⾼校⽣ ③理系進路を決定し
た⾼校⽣）及び保護者・教員を対象としたプログラムを展開する。

〇県の基幹⼤学としての特徴を最⼤限⽣かしながら、「横断的」、「継続型」、「体験
型」を意識した⼥⼦中⾼⽣の理系進路選択ための中⾼⼤連携接続モデルを追求する。
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◆⼥⼦⾼校⽣の４年⽣⼤学進学者・進学率◆
令和元年度学校基本調査より作成

企画３：理系⼥性による講演会

・⼈材育成に知⾒のある理系
⼥性による講演会

企画４：地元先端技術企業による現場体験会

・⼯場・研究施設・建設現場等の⾒学会
・⼥性技術者との交流会

中学⽣対象

企画6：ロールモデル集の発⾏

企画２：中学・⾼校訪問での講義⼜は実験体験会

企画１：⼤学教員による専⾨講義⼜は研究室⾒学

理系進路を決定した⾼校⽣対象
・⾼⼤連携プロジェクト「とびらシリーズ」
・科学の甲⼦園佐賀県⼤会 を発展

企画５：地域開放型実験体験会

⽂理選択前の⾼校⽣⼜は中学⽣対象
・中学・⾼校の要望に応じた企画
・離島、過疎化地域への積極的訪問
・⼤学院⽣、⼤学⽣との座談会

中⾼⽣・保護者対象
中学・⾼校へ配布

・⼥性研究者・理系
学部⼤学⽣、卒業⽣を
ロールモデルとして紹介

・地域施設を利⽤した実験体験会
・地域住⺠の意識の醸成も⽬的

⽂理選択前の⾼校⽣⼜は中学⽣
保護者対象

【平成30-31年度、令和2-3年度 採択】
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〇佐賀⼤学ではH３０年度より本⽀援を受け、中⾼⼤
接続の⼀環として、⼥⼦⽣徒への理系進路選択⽀援
を⾏っている。

〇中学⽣には体験型、⾼校⽣には専⾨性の⾼い講義、
教職員には男⼥共同参画の視点をより重点的に⾏う
など、対象に応じたプログラムを構築している。

〇今後も、周辺⼤学、教育委員会や⾃治体、企業等と
連携を取りながら、地⽅⼤学発の「リケジョ⽀援モ
デル」を⽔平展開していく。

特徴的な取組

成果 総括・課題

保護者・教員対象の取組中学⽣へのアプローチ コロナ禍における新たな取組

１．⽂理選択に
ついての講義

２．企業訪問、実験体験会
能動的学習の場を積極的に提供し
技術者や研究者の職業観を体感させる

講義スライドの抜粋

造船所⾒学ツアー ⼿術体験をする⼥⼦中学⽣

１. 保護者への進
路選択⽀援講座

講義スライドの抜粋

保護者のための男⼥共同参画⼊⾨講義

２．教員向けの情報提供
校⻑会や教員免許講習会等の既存の集会を活⽤し
進路選択⽀援に関する理解を深める講演を⾏う

佐賀県⾼等学校校⻑会での講演

正しい⽂理選択に
ついて説明し、理
系進路後の職業紹
介も⾏う

イベントに引率し
保護者に⼤学教員
等から情報提供を
⾏う

2.オンラインでの企業⾒学会

オンライン（主にYouTube)で情報を配信

オンラインシンポジウムロールモデル動画

１. SNSの利⽤

⾸都圏技術企業と地元⾼校
をつなぎ、会社⾒学会を⾏う

スマートフォンからの質疑講義の様⼦

参加⼈数
（平成30〜令和2年の3年間）

⽣徒アンケート結果（抜粋）
１.取組の内容は
⾯⽩かったか？

そう思う, 
59%

どちらかと
いえばそう
思う, 35%

そう思わない, 3%

無回答, 3%

そう思う, 
45%どちらかと

いえばそう
思う, 43%

そう思わない, 9%

無回答, 3%

２.進路選択の参
考となったか？

３. 理系進路進学への考
えに変容があったか？

以前と変
わらない,
３４%

より前向きに考え
るようになった,
３９%

受講前より
前向きである,
24％

⇒進路選択の参考となり、理系進路進学を促す取組ができた。

⼥⼦
中学⽣

⼥⼦
⾼校⽣ 保護者 教員 合計

548 ⼈ 1,074 ⼈ 260 ⼈ 232 ⼈ 2,114⼈




